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令和６年度事業報告 

 

我が国の重大な課題である人口減少、少子高齢化は現在も進行中で、それに起因する労働

人口の減少などを背景に、政府は「経済財政運営と改革の基本方針 2024 ～賃上げと投資

がけん引する成長型経済の実現～」（いわゆる「骨太方針」）を令和６年６月 21日に閣議決

定している。デフレから完全脱却、成長型経済を実現させる千載一隅のチャンスと捉え、「賃

上げを起点とした所得と生産性の向上」が移行のカギとし、二度とデフレに戻らせることな

く、日本経済を成長型の新たなステージへと移行させていくこととしている。一方、異常と

もいえる気候変動による自然災害の増加やウクライナ戦争の長期化と物価高騰も続いてい

る。このような状況の中、日臨技は計画している事業を支障のない形で維持しながら、今後

の支出と収入のバランスを保つことを念頭に、適切な会の運営に努めた。 

 

日臨技の事業活動に関しては、 

公益目的事業である臨床検査精度保証事業、臨床検査精度管理調査事業ともに滞りなく

進め、精度管理責任者育成講習会においては、初級コース修了者向けに更新コースを新たに

公開した。 

学術・職能支援事業においては、臨地実習指導者講習会や厚生労働大臣指定講習会の開催、

各種認定技師制度の運用などを継続し、また、都道府県技師会と連携しながら、災害が生じ

た際の対策に関する体制強化を進めた。 

政策・渉外事業は、医療 DX及び新興感染症に対する体制整備等に関連した要望をまとめ、

厚生労働省をはじめ関係各所へ説明し、提出した。 

組織強化・組織対策に関しては、行政が進める「医療 DX」に合わせ、限られた人的資源で

生産性を向上させる新たな技術革新、デジタル技術などの活用で業務の効率化を目指した

「臨床検査 DX」に取り組むべく、関連ワーキンググループを設置した。また、「会員ととも

に考え、会員とともに挑む」をテーマとして、今後の組織強化の方針に反映するため、全国

を回りながら会員と会話する機会を設けた。さらには、組織体制や運営方法などにも繋がる

「次世代人材育成プロジェクト」の検討を開始するとともに、日臨技の支部と都道府県技師

会の連携をより強化するための人材育成の構築を開始した。 

 

具体的には、令和６年度の事業について以下のように進めた。 

 

１．公益目的事業 

～ 臨床検査精度保証事業／臨床検査精度管理調査事業 ～ 

 

１）臨床検査精度保証事業 
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医療法等の一部を改正する法律（平成 29年法律第 57号）に基づき、令和４年度から

立ち上げた品質保証施設認証制度を継続運営した。令和５年度審査は新制度での３回

目の審査で、277 施設が認証を受けた。本制度は、法律に則った検査室運営と臨床検査

の品質の正確性が審査され、臨床検査室全般 10部門４分野にわたる認証範囲となって

いる。引き続き、当会実施の精度管理調査を受検しているすべての施設が受審するよう

な価値ある認証制度になるようシステム等の改修を継続した。本認証が内外に認めら

れるよう啓発活動を行った。また、「品質保証施設認証制度」及び「精度管理調査」と

併せて、施設における内部精度管理を担う人材育成の事業化（研修制度）を検討した。

また、サポート事業（相談窓口）や、精度管理責任者育成のための研修会制度（更新）

の事業を検討するため、関連ワーキンググループを設置した。なお、併せて計画してい

た、都道府県技師会及び当会における外部精度管理事業を担える人材育成の事業化検

討は情報収集の段階でいったん保留とした。 

本事業では臨床検査データを均霑化（標準化）することが主目標であるが、政府が進

める医療 DXを意識した方向転換の必要性もあり、医療 DXの進捗状況を常に把握した。 

2018 年 10 月より e ラーニングを用いた「精度管理責任者育成講習会－初回コース

－」を日本医師会等の後援を得て実施してきた。既に 5,000名を超える受講生と、2,500

名を超えるカリキュラム修了者を輩出してきた。当初の予定より公開が遅れたが、2024

年６月より初級コース修了者向けに更新コースを新たに公開した。 

① 日臨技臨床検査精度管理サポート事業 

「精度管理サポート事業（是正・改善・立入調査）検討 WG」に紐づく「精度管理責

任者育成講習会 WG」及び「内部精度管理相談窓口 WG」を設置し事業運用に向けた役

割について検討した。 

② 品質保証施設認証制度の啓発と認証審査 

2023（令和５）年度審査 2024・2025 年度品質保証施設認証について、公益社団

法人 日本臨床検査標準協議会(JCCLS)と連携して、認証審査を実施した結果、277施

設を新たに認証した。令和４年度審査に認証された 291施設に加え、品質保証施設認

証の総数は 568施設となった。 

③ 臨床検査値活用検討 

検査値標準化事業については、基幹施設を中心とし精度管理事業を長年にわたり

実施してきたが、一定以上の効果が得られたとして一旦終了し、今後の動向を見なが

ら、それぞれの検査項目について個別に対応することとした。政府が推し進めている

医療 DXについて、臨床検査がどのように関わるのか検討を始めた。 

④ 臨床検査法及び検査値の標準化 

政府が令和４年より推し進めている医療 DX（デジタルトランスフォーメーション）

について、臨床検査値の標準化（JLAC10から 11への移行等コード）について関連団

体と情報共有を図った。 
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２）臨床検査精度管理調査事業 

当会の精度管理調査は、昭和 40（1965）年に第１回臨床検査精度管理調査（744施設

の参加）を実施してから約 60年の歴史がある。全国規模外部精度管理調査として臨床

検査分野の広範囲を網羅している。令和６（2024)年度の参加施設は 4,601施設と過去

最高となった。また、実際の臨床現場において特に緊急性と正確性を要する臨床検査項

目の精度管理調査項目への積極的な採用を目指し、特に、循環器病検査項目、血中薬物

濃度、薬剤感受性標準化、体細胞遺伝子検査、バーチャルスライドを用いた精度管理調

査などを検討・実施した。 

① 令和６年度臨床検査精度管理事業の実施 

○今年度は、4,601施設・4,655件の参加があり、昨年度より 64施設増加した。３

月に申込を開始し、６月に調査試料を配布した。施設別報告書及び総括統計表を、

８月末に JAMTQC のサイトで公開した。総合報告書を 12月上旬に JAMTQCのサイト

で公開、令和７年１月には、総合報告書を参加各施設宛に郵送した。 

○令和４年度より精度管理調査に新規導入した POCT（感染症項目）に 1,140 施設

の参加があり、昨年度より 205施設増加した。３月に申込を開始し、６月に調査試

料を配布した。施設別報告書及び総括統計表を、８月末に JAMTQC のサイトで公開

した。総合報告書を 12月上旬に JAMTQCのサイトで公開、令和７年１月中旬には、

総合報告書を参加各施設宛に郵送した。 

○日臨技臨床検査精度管理調査総合報告会を令和６年 11月 23日（土）に「幕張メ

ッセ国際会議場（千葉県千葉市）」で開催し、全国より 626名の参加があった。各

分野からの報告及び活発な質疑応答が行われた。また、当日の報告会の様子をビデ

オに収録し、eラーニング上で展開するとともに、新しい品質保証施設認証制度に

おける是正改善に用いるコンテンツとして情報共有した。 

② 精度管理調査に関する倫理審査 

精度管理調査に関わる試料及び画像データ等、個人情報に関わるものの取扱い

について、当会の基本的な考え方に基づき、令和６年度精度管理フォトサーベイ部

門で使用する画像データについて審査を実施した結果、倫理上問題がないことを

確認した。また、調査結果の二次利用（原則禁止）について、再周知を行った。 

③ 精度管理調査用システム改修の検討 

精度管理システムとしての JAMTQCシステムを適宜管理し、使用年数が６年を迎

えるサーバーについて、今後の必要スペックを踏まえて発注を行った。なお、サー

バーの切り替えは令和７年５月を予定している。 

④ 精度管理調査用の試料確保 

 令和２年度から精度管理調査臨床化学用試料作製 WGにて作製している臨床化学

部門用の試料の原料を、今年度においても当会の精度管理調査用試料として使用
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し、また、都道府県技師会の精度管理調査用試料として提供した。自前で試料を作

製するメリットとして、安定的に試料供給が可能であること、品質を担保できるこ

とを含めて継続的な試料確保に努めた。 

⑤ 都道府県技師会主催精度管理調査事業への日臨技臨床化学試料の提供 

日臨技精度管理調査並びに都道府県技師会精度管理調査に用いる臨床化学用試

料の作製を行った。また、使用希望のあった 25道府県に「都道府県技師会用精度

管理調査臨床化学試料」を提供した。 

⑥ 新規精度管理調査項目の検討とトライアル調査の実施 

 バーチャルスライドを用いた精度管理調査について一般部門は今年度精度管理

調査に新規項目として導入し、微生物・血液部門はトライアル調査を引き続き実施

した。参加施設からの意見も踏まえ実用化に向けて検討を継続する。 

また、循環器試料及び遺伝子分野についても実用化に向けて検討を行った。 

 

 ３）共通事業 

  公益目的事業として実施している精度保証・精度管理事業のそれぞれの部会におけ

る事業の進捗状況を把握、統括し管理した。また、同事業に関係する倫理に関する審議

あるいは、精度管理・品質保証における結果・方針・改善について、それぞれ有識者に

よる審議会を必要に応じて招集した。 

① 品質・精度保証事業の統括・管理 

    精度管理調査に用いる試料の品質を担保し、安定供給を確保した上で、精度管理調

査自体の精確性を保つための体制、倫理審査を含めた評価基準等の整備、精度管理責

任者の質の確保、都道府県技師会と連携した是正改善方法などの構築等に取組み、当

該精度管理調査事業の信頼性の向上に努めた。 

 

２．学術・職能支援事業 

～ 学術・技術振興／教育研修（学術・職能）／厚生労働省指定講習会／国際協力／

会誌発行／学会運営／出版／支部運営／認定 ～ 

 

１）学術・技術振興 

臨床検査技師が医療技術の高度化に対応し、患者ニーズが多様化する医療現場

や社会で活躍し続けるために、職能団体としての教育研修のあり方、学術組織の再

編成や医学検査学会のあり方、出版事業について検討した。教育研修では、医療現

場等で必要とされる臨床検査技師を目指した能力向上に力点を置いた事業展開を

行った。学術部門においては、各支部の横連携を強化して支部研修会や支部学会、

全国学会の内容やあり方について検討を継続した。石川県で開催された第 73回日

本医学検査学会について、現地参加は会員 2,908 名、賛助会員 358 名、学生 240
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名、その他 194名であり、オンデマンド参加は 812名であった。 

 

２）教育研修（学術） 

自己学修支援システム（ｅラーニング）を活用した卒後教育の充実や、分野ごとの教

育教材の充実を図り、臨床検査の専門性を生かした医療人として国際協力を通じたグロ

ーバルな人材育成などの事業を展開した。 

 

① 新生涯教育あり方の検討事業（新生涯教育制度支援・eラーニング） 

日臨技 eラーニング「バリューレゾリューション」では、例年同様に 2024年度 日

臨技臨床検査精度管理調査総合報告会を分野ごとに閲覧できるように 11 コンテンツ

をアップロードした。精度管理責任者育成講習会（更新コース）の日臨技臨床検査精

度管理調査総合報告会の 10 コンテンツを 2023年度から 2024年度に更新した。２月

末現在の eラーニング入会者数は、会員 3,243名（個人契約；２名、団体契約；10施

設の 41名）、非会員 24名となった。 

② 生涯教育研修制度の推進（都道府県助成事業） 

都道府県技師会への助成事業として、699件の研修会等が開催された。 

③ 他学会等との学術研修会開催の連携 

 令和７年３月 22日（土）、23日（日）の両日、東邦大学医学部大森キャンパスにて

輸血テクニカルセミナー2024 を日本輸血・細胞治療学会と共催した。Web 講義+実技

は募集定員 102 名に対し 235 名以上の応募があり厳正な抽選を行い、受講者を決定

し開催した。また Web 講義のみの受講は 474 名の応募があり応募者全員を対象とし

て開催した。 

 

３）教育研修（職能） 

医師・医療従事者の働き方改革（医師の時間外労働縮減）が進められる中、厚生労働

省医政局長より発出された「現行制度の下で実施可能な範囲におけるタスク・シフト/

シェアの推進について（令和３年９月 30日付、医政発 0930第 16号）」を受け、現行制

度下で実施可能とされた業務について、会員に広く周知するとともに、臨床現場での実

践を推進するために、患者に寄り添い専門性を生かし活躍できる人材の育成に取り組ん

だ。 

また、臨床検査技師等に関する法律施行令、臨床検査技師学校養成所指定規則の一部

を改正する省令の交付(令和３年３月 31 日文部科学省高等教育局長、厚生労働省医政

局長)並びに臨床検査技師養成所指導ガイドライン(令和３年 10 月 20 日、厚生労働省

医政局長通知)が発出されたことを受け、臨地実習指導者講習会を引き続き、日本臨床

検査学教育協議会と連携して日臨技各支部が担当となり開催した。さらに、臨床検査技

師教育の新カリキュラムの適用から５年を目処として、新たな見直しの必要性について、
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当会を含めた関係職種団体からの意見を受けて厚生労働省で検討を行うこととされた

事を踏まえて、検証及び次期改正の準備を行うために、臨地実習あり方 WG において各

論点を幅広く検討し、「臨地実習指導者への臨床検査技師養成教育カリキュラム等にお

ける臨地実習の各論点課題に対する意見とりまとめ提言書」を取りまとめた。 

① 医療安全管理推進（医療安全事例分析と講習会の開催） 

臨床検査関連の医療事故の具体的な解析事例を「日臨技医療安全ニュース」（NO.19

～NO.22）として JAMTマガジン及び日臨技ホームページに掲載し、当会会員へ医療安

全に対する啓発活動を行った。 

医療の安全管理業務を推進するために必要な知識や技能を習得した医療安全管理

者の養成を目的として、厚生労働省が示す、カリキュラム、履修時間に基づく「医療

安全管理者養成講習会」を開催した。 

〇基本コース 

10月１日（火）～11月 30日（土）オンデマンド編 54名修了 

10月 11日（金）～12日（土）現地開催（ウインクあいち） 49 名修了 

〇アドバンスコース 

12月１日（日)～27日（金）オンデマンド編 ７名修了 

12月６日（金）現地開催（日本臨床検査技師会館３階第１会議室） ８名修了 

１月 18日（土）Web開催（ライブ配信） ７名修了 

② チーム医療推進（病棟・在宅・認知症領域・救急医療等（特化した研修）、臨床検

査技師による様々な医療現場での活躍の啓発事業を含む） 

医師の働き方改革を進めるためのタスク・シフト／シェアの推進にあたり以下

のとおり講習会を開催した。 

〇「タスク・シフト/シェア：心血管治療関連 その１」Web開催 

令和６年３月１日（金）～令和６年８月 31日（土） 修了者 681名 

〇「タスク・シフト/シェア：心血管治療関連 その２」Web開催 

令和６年９月１日（日）～令和７年２月 28日（金） 修了者 415名 

〇「タスク・シフト/シェア：輸血関連」Web開催 

令和６年３月１日（金）～令和６年８月 31日（土） 修了者 934名 

〇「病棟業務とタスク・シフト/シェア推進」講習会（①オンデマンド編）Web開催 

令和６年７月１日（月）～令和６年９月 16日（月） 修了者 513名 

〇「病棟業務とタスク・シフト/シェア推進」講習会（②Zoomオンライン編）Web

開催 

令和６年９月 23日（月） 修了者６名 

③ 災害対策強化（都道府県技師会との連携とマニュアルの普及等）人材育成研修 

本部研修 協定研修などの開催、被災病院への後方支援に関する検討 

〇災害対策 WGの開催状況 
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第１回 令和６年 10月２日（水） 

内容：これまでの情報をもととした意見収集 

第２回 令和６年 12月２日（月） 

内容：安否等の情報収集機能及び派遣協力者登録機能の構築整備について 

第３回 令和７年３月５日（水） 

内容：前回検討を踏まえシステム改修で対応する内容について、検査薬等供給に関

する日臨技と卸連合での協定について、災害支援規定とマニュアルの改定につい

て 

〇関係機関との災害時応援協定の締結を促進するための Web説明会 

令和６年４月 23日（火） 

令和７年３月 12日（水） 

○大規模災害時の支援人材育成講習会 

その１ 令和６年４月１日（月）～10月 31日（木）、 

令和７年２月１日（土）～無期限 

内容（設定基準）：コンテンツ修了により、災害対策本部での手伝いができるレベ

ルに到達する。 

その２ 令和６年８月１日（木）～無期限 

内容（設定基準）：コンテンツ修了により、以下のレベルに到達する。 

a）本部初動立上げの流れが把握できる。 

b）派遣要請(仮）した際の動きが理解できる。 

c）避難所での災害支援活動が理解できる。 

○大規模災害における模擬対応訓練 

令和６年９月 27日（金）、28日（土） 

内容：大規模地震時の医療活動模擬対応の政府訓練における当会の災害対策規程・

マニュアルに基づく災害対策本部設置及び情報収集等の連携訓練 

○災害支援時の避難所状況を理解するための学習ツール（避難所運営ゲーム：HUG）

を 47都道府県技師会に貸し出しできるよう整備 

令和６年 10 月 21日（月）から対応可 

○47都道府県技師会における災害支援人材を育成・配置するための受講料支援 

支援内容：JIMTEF 災害医療研修ベーシックコースにおける受講料（15,000 円/47

都道府県技師会より１名分） 

④ 臨地実習指導者講習会の開催 

９回の臨地実習指導者講習会を開催、536名が修了、総計 2,190名となった。 

〇臨地実習指導者講習会 WGの開催  

令和６年８月 21日（水）  

内容：令和６年度講習会開催状況確認 
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〇臨地実習指導者育成協議会 

令和７年１月 23日（木）  

内容：令和６年度講習会開催状況確認 

 

≪令和６年度 臨地実習指導者講習会開催状況≫ 

開催日 担当 募集人数（名） 修了者数（名） 
修了者数累計

（名） 

令和３年度 ― 532 498 498 

令和４年度 ― 720 559 1,057 

令和５年度 ― 600 597 1,654 

2024/4/21 北日本支部 60 60 1,714 

2024/5/19 中部圏支部 60 61 1,775 

2024/7/15 関甲信支部 60 59 1,834 

2024/8/4 中四国支部 60 58 1,892 

2024/11/10 中部圏支部 60 58 1,950 

2024/12/8 首都圏支部 60 62 2,012 

2024/12/15 九州支部 60 59 2,071 

2025/2/24 近畿支部 60 59 2,130 

2025/3/2 中四国支部 60 60 2,190 

 

⑤ 次期改正カリキュラム検討会議 

〇臨地実習あり方 WGの開催状況 

第１回 令和６年８月 14日（水） 

内容：実態情報をもととした意見収集 

第２回 令和６年 10月９日（水） 

内容：臨地実習の進捗及び達成度を明示的に評価できる仕組みについて 

臨地実習時に学生が経験すべき行為について 

第３回 令和６年 11月８日（金） 

内容：学生と臨地実習施設のマッチングができる仕組みについて 

臨地実習指導者の考え方、Scopeと到達目標について 

第４回 令和６年 12月 17日（火） 

内容：臨床検査技師養成教育カリキュラム等における臨地実習の各論点課題に

対する意見とりまとめ提言書（案たたき台）について 

第５回 令和７年２月 20日（木） 

内容：臨床検査技師養成教育カリキュラム等における臨地実習の各論点課題に

対する意見とりまとめ提言書（案）について 
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⑥ 職能推進 

   〇令和６年度 臨床検査技師のための臨床研究と CRCに関する研修 

令和７年２月 16 日（日） ライブ配信 修了者 15 名（会員 22 名 非会員２名） 

 

４）厚生労働大臣指定講習会 

「検体採取等に関する厚生労働省指定講習会」を継続開催した。また、「良質かつ適

切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進するための医療法等の一部を改正する

法律(令和３年法律 49号)」による改正法で、臨床検査技師の業務に新たに追加された

10行為を行うために受講が必要な厚生労働大臣が指定する研修（タスク・シフト/シェ

アに関する厚生労働大臣指定講習会）を円滑に開催した。本指定講習会はオンデマンド

での基礎講習と 47 都道府県技師会の協力により実地開催する実技講習からなるため、

都道府県技師会と緊密な連携体制を構築し、定期的に進捗管理を行い必要に応じ受講

促進の啓発活動を強化した。 

 

① 検体採取等に関する厚生労働省指定講習会の開催 

令和６年６月 15日（土）・16日（日）幕張メッセ 修了者数 85名 

令和６年 10 月 12日（土）・13日（日） 大阪国際会議場 修了者数 137名 

令和７年２月 15日（土）・16日（日） 幕張メッセ 修了者数 138名 累計 62,294

名修了 

② タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会の開催 

オンデマンド配信の基礎講習会に 42,858名（令和７年３月 31日現在）が受講申請

し、37,117 名が履修完了した。実技講習会は各都道府県技師会の協力のもとに都道

府県単位で開催することとし、各都道府県技師会で計 139 回の実技講習会が開催さ

れ、9,166名が修了した。幕張メッセ国際会議場において、東京都、千葉県、神奈川

県の 3 都県による大規模開催を４回行い、受講者数は 226 名、285 名、198 名、170

名となった。修了者総数は 32,509名（令和７年３月 31日現在）となった。 

   ③ 職能拡大推進 

    現行制度下で実施可能な 14行為の業務の実態把握を行い、ガイドライン等の整備

状況等を調査した。14 行為の中の、心血管関連業務、輸血関連業務については、関

連学会等と連携し研修会を開催した。 

 

５）国際協力 

国際協力事業については、諸外国の技師会との学術を通じた友好関係を推進し、グロ

ーバルな人材育成の一環で、海外短期留学（米国 ASCP）支援、若手の臨床検査技師に

対する海外学会発表の支援を継続した。 

また、開発途上国への技術支援として、カンボジアからの研修生（学生含む）を受け
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入れ、ラボツアーなど研修プログラムを進めた。 

① 大韓臨床病理士協会との交流（KAMT／韓国臨床検査技師会との日韓協定に基づ

く交流及び発表支援） 

第 62回大韓臨床病理士総合学術大会＆国際カンファレンス（現地参加）  

韓国仁川市にて令和６年８月 30日（金）～31日（土）に現地開催された同大会に

役員及び発表者を派遣した。 

・国際シンポジウム  ２名 

・国際学生フォーラム ２名 

・ポスター発表者   26名 

② 中華民国医事検験師協会との交流（TAMT-台湾臨床検査技師会との MOUに基づく

学術交流） 

第 15回 APFML台湾学会(現地参加) 

台湾高雄市にて令和６年４月 20日（土）～21日（日）に現地開催された同大会に

役員及び発表者を派遣した。 

・国際シンポジウム  １名 

・国際学生フォーラム １名 

・ポスター発表者   １名 

③ AAMLS（アジア臨床検査技師会）への役員派遣及び発表支援 

第８回 AAMLS 学会並びに第 16回 APFMLS 学会(現地参加)  

台北(台湾)にて令和７年４月 10日（木）～13日（日）に現地開催される同大会に

次の派遣を決定した。 

・国際シンポジウム  ２名 

・国際学生フォーラム １名 

・ポスター発表者   10名 

〇AAMLS会議 

第１回 令和６年８月 30日(金)   

内容：会費納入状況の報告、委員会報告、学会報告など 

第２回 令和６年 12月 14日(土)   

内容：会計の状況報告、８th AAMLS Congress 2025学会など 

第３回 令和７年１月 18日(土)   

内容：会計の状況報告、９th AAMLS学会など 

④ ASCP（アメリカ臨床病理学会）との共同による海外短期留学及び ASCPi受験支援 

令和７年２月 23日（日）～28日（金）にて留学生を派遣した。 

・留学派遣者 ２名 

⑤ IFBLS（世界臨床検査技師会）2026の日本開催のための委員会の開催 

IFBLS GAD＆CDM 2024（現地参加） 
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カナダ(バンクーバー)にて令和６年９月 12日（木）～14日（土）に現地開催さ

れた同会議に役員を派遣した。 

⑥ IFBLS会議 

2025年２月 19日に Virtual event (Mid-Year Report)が ZOOM で配信され、参

加した。 

⑦ 途上国への技術支援（現地及び日本へ招請しての教育など） 

〇カンボジア支援事業として、形態検査を中心とした精度管理のフォローアップ研

修に参加するため４名の役員等を派遣した。 

令和６年５月 29日（水）～６月３日（月） 現地参加 

〇カンボジアの臨床検査技師等と学生、合計 19名を招聘し、日本での臨床検査に係

る研修を開催した。 

令和６年 10 月２日（水）～10月 12日（土） 

 

６）会誌発行 

臨床検査技師における標準的な知識や技術を網羅した学術誌として「医学検査」を年

４回（１月、４月、７月、10 月）発刊した。また、J-Stage への登載も継続した。 

また、医学検査 2026年１月号より、紙面による発行形態をデジタルブック化するこ

とを決定した。なお、J-Stage へは継続登載となる。 

  

７）学会運営  

会員の学術活動、人材育成などの研究成果を発表し、情報共有とネットワーク構築の

場として、第 73回日本医学検査学会を開催した。第 74回日本医学検査学会（中四国支

部・鳥取県担当）、第 75回日本医学検査学会（北日本支部・青森県担当）、第 76回日本

医学検査学会（九州支部・長崎県担当）の開催準備に着手した。また、日本医学検査学

会等の開催方法や学会運営方法などについて検討を継続した。 

① 第 73回日本医学検査学会の開催 

（学会長：油野 友二、担当：石川県） 

令和６年５月 11日（土）、12日（日）の２日間の会期で、石川県立音楽堂、ANAク

ラウンプラザホテル金沢、ホテル日航金沢、ホテル金沢、もてなしドーム地下広場で

現地開催した。また、５月 23日（木）から６月 24日（月）まで Web（オンデマンド

配信）公開を行った。 

○参加者：4,512名、現地参加会員 2,908名、学生・賛助会員等 792 名、オンデマン

ド参加 812名 

○プログラム：一般演題 561演題、教育講演 13企画、臨技 企画 14企画、国際シン

ポジウム、国際学生フォーラム 

○企業展示：57 社 
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○共催セミナー：16企画 

② 第 74回日本医学検査学会の開催準備 

（学会長：湯田 範規、担当：鳥取県） 

令和７年５月 10 日（土）、11 日（日）の大阪国際会議場（グランキューブ大阪）

での開催に向け準備を行った。 

③ 第 75回日本医学検査学会の開催準備 

（学会長：奥沢 悦子、担当：青森県） 

令和８年９月 26 日（土）、27 日（日）幕張メッセ、東京ベイ幕張ホールでの開催

に向け準備を行った。 

④ 第 76回日本医学検査学会の開催準備 

（学会長：門脇 和秀、担当：長崎県） 

令和９年５月 22 日（土）、23 日（日）出島メッセ長崎での開催に向け準備を行

った。 

 

８）出版 

JAMT技術教本シリーズの発刊及び JAMT技術教本シリーズについて、初版から５年以

上経過したことを踏まえて改訂版を発刊した。 

① JAMT技術教本シリーズの発刊・改訂 

JAMT 技術教本シリーズの改訂を進め、2025 年１月に『血液細胞症例集 第２版』 

『細胞検査技術教本 第２版』『病理検査技術教本 第２版』を発刊した。 

② 日臨技従来出版物の管理 

当会が発刊した従来出版物の今期販売数は、「臨床検査精度保証教本」102冊、「臨

床検査技師のための病院感染対策の実践ガイド改訂版」８冊となった。 

 

９）支部運営 

支部と都道府県技師会との連携を推進するため、支部長連絡会議、支部幹事会、支部

内連絡会議において、支部運営状況を確認のうえ、課題を明確化し支部機能のあり方に

ついて検討した。 

① 支部長連絡会議 

構成員である執行理事、支部長にて年５回開催した。 

② 支部幹事会 

北日本支部、中四国支部、九州支部にて年２回、関甲信支部、首都圏支部、中部圏

支部、近畿支部にて年１回開催した。 

③ 支部内連絡会議 

支部幹事、学術部長、各部門長との合同会議を北日本支部、関甲信支部、近畿支部、

中四国支部、九州支部にて年１回、中部圏支部にて年２回開催した。 
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④ 学術部門長連絡会議 

今年度は開催を見送った。 

⑤ 支部学会 

今年度学会より前渡金の見直しを行い適用した。また、協賛金について、次年度学

会より、参加収入までにとどめるよう周知した。 

学会会計の説明を目的として、各支部学会の学会会計担当者等を対象に Web にて

説明会を実施した。 

○北日本支部 テーマ：共創思考・力 未知の奥にある新しい価値  

（宮城県：学会長 藤巻 慎一、仙台国際センター） 

○関甲信・首都圏支部 テーマ：響 ～未来を奏でるシンフォニー～ 

（長野県：学会長 中山 朋秋、軽井沢プリンスホテルウエスト） 

○中部圏支部 テーマ：どうするタスク ～愛知に集い、技師の働き方を考える～ 

（愛知県：学会長 藤田 孝、名古屋国際会議場） 

○近畿支部 テーマ：未来共創 ----次世代とともに---- 

（大阪府：学会長 増田 詩織、大阪国際会議場（グランキューブ大阪）） 

○中四国支部 テーマ：新時代 ―今こそ臨床検査技師の真価を問う―  

（鳥取県：学会長 先灘 浩功、とりぎん文化会館） 

○九州支部 テーマ：Take the next step ～未来へ踏み出す大きな一歩～ 

（鹿児島県：学会長 有村 義輝、鹿児島サンロイヤルホテル） 

⑥ 支部研修会 

前渡金並びに広告協賛金の見直しを行った。現地、Web（オンデマンド配信、ライ

ブ配信）にて北日本支部９研修会、関甲信支部７研修会、首都圏支部３研修会、中部

圏支部７研修会、近畿支部７研修会、九州支部９研修会を開催した。 

 

１０）認定 

臨床検査技師の資質向上と生涯教育の充実を図り、もって良質な医療を提供し、国民

医療の向上に寄与することを目的として各認定制度を継続した。新規認定取得者のた

めの講習会、資格更新のための講習会を充実させ、実施した。スキルアップセミナーは

Webと現地を組み合わせた開催形式とすることで、会員の自己学修支援の環境を整えな

がらも情報交流の場を設けることで、認定制度の活性化を図った。 

① 各種認定技師制度の運用 

認定一般検査技師、認定心電検査技師、認定臨床染色体遺伝子検査師、認定病理検

査技師、認定臨床化学・免疫化学精度保証管理検査技師、認定認知症領域検査技師、

認定救急検査技師、医療技術部門管理資格認定の各認定制度に係る研修会、講習会を

Webまたは現地で開催した。また、各認定試験を実施し、審議会で 60％以上の正答

率を目処に合格者を選定し、認定制度協議会でその結果を承認し、合格者及び各認定
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資格更新者を承認した。 

新規の認定資格取得者の認定資格有効期間は令和７年４月１日から令和 12年３月

31 日までの５年間とした。 

≪認定検査技師試験≫ 

認定検査技師名 受験者 合格者 合格率 

認定一般検査技師制度 134 75 56.0％ 

認定心電検査技師制度 162 92 56.8％ 

認定臨床染色体遺伝子検査師制度  染色体分野                 1 0 0％ 

認定臨床染色体遺伝子検査師制度  遺伝子分野 20 10 50.0％ 

認定病理検査技師制度 162 118 72.8％ 

認定臨床化学・免疫化学精度保証管理検査技師制度 86 71 82.6％ 

認定認知症領域検査技師制度 46 38 82.6％ 

認定救急検査技師制度 31 25 80.6％ 

医療技術部門管理資格認定制度 18 15 83.3％ 

医療管理者資格認定制度 4 4 100％ 

 

≪認定資格更新申請≫ 

認定検査技師名 更新 

対象者 

更新 

申請 

承認者 

更新 

延長申請

承認者 

認定一般検査技師制度 113 87 6 

認定心電検査技師制度 140 120 2 

認定臨床染色体遺伝子検査師制度  染色体分野                  5 4 - 

認定臨床染色体遺伝子検査師制度  遺伝子分野 19 19 - 

認定病理検査技師制度 199 173 10 

認定臨床化学・免疫化学精度保証管理検査技師制度 91 79 2 

認定認知症領域検査技師制度 104 77 8 

認定救急検査技師制度 23 21 1 

医療技術部門管理資格認定制度 - - - 

 

② 各種認定取得・更新に向けた学修コンテンツの継続作成 

これまでにアップしたコンテンツにつき、継続的な利用及び内容の充実化を進

めた。 

 

３．政策渉外・組織強化事業 

～ 政策渉外／組織強化・組織対策／組織運営／国民医療向上／事務運営／会員管理／
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共済／会館 ～ 

 

１）政策・渉外 

  我が国の医療政策などについて調査研究を行い、適宜国などへ臨床検査の精度の確

保や臨床検査技師の職域確保、身分の向上に関する要望活動を行うとともに会員への

迅速な情報提供に努めた。 

令和６年診療報酬改定の分析を行い、次期診療報酬改定に向けての基礎的調査・検討

を行った。また、更なる臨床検査技師の職域拡大や制度の見直し、処遇改善等を念頭に

政策要望を立案し、関係機関へ要望した。 

  調査協力施設による定点調査や厚生労働省科学研究事業において、政策要望等に資

する調査が実施できるよう進めた。 

 

① 政策・渉外推進事業（政策要望等作成と要望活動） 

医療 DX及び新興感染症に対する体制整備として、厚生労働省への臨床検査技師配

置強化の要望の他、精度管理の義務化の要望、臨床検査精度管理センター（仮）設置

の要望、高度な知識・技術を必要とする検体検査の品質確保のための人的要件新設の

要望、臨床検査技師の介護支援専門員（ケアマネジャー）の受験資格付与の要望につ

いて厚生労働省をはじめ関係各所へ提出・説明した。 

② 診療報酬改定に関する調査 

令和６年度の診療報酬改定等に伴うベア評価料の新設が、臨床検査技師の賃上げ

につながっているかを把握するための当会理事を対象とした施設状況調査を実施し

た。 

③ 調査協力施設による定点調査 

令和８年度診療報酬改定に向けたコスト調査を実施した。 

④ 日臨技医療政策フォーラムの開催 

日本の医療・健康の発展のカギを握る臨床検査を中心として進歩する技術・制度改

革について、様々な視点で国民に提供するため、衆議院議員であり元厚生労働大臣の

田村 憲久先生をお招きした、「未来の医療を考える 2040年問題」についての医療政

策フォーラムを開催し、令和６年６月 13日（木）から当会ホームページで一か月間、

動画を公開した。 

⑤ 厚生労働省科学研究事業への協力等による臨床検査技師関連政策の科学的根拠

の創出（タスク・シフト/シェアの医療安全、医療以外での職域調査、養成教育

における課題整理、臨床検査の提供地域差） 

○「臨床検査技師、臨床工学技士、診療放射線技師のタスクシフティング/タスク

シェアリングの安全性と有効性評価」(研究分担者） 

○「レセプト情報・特定健診等情報を用いた医療保健事業・施策等のエビデンス構築
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等に資する研究」(研究分担者） 

○「医療関係職種の生涯活躍できる環境の整備のための研究」(研究分担者） 

○「医療関係職種の養成教育における課題解決に資する研究」(研究代表者） 

 

２）組織強化・組織対策 

日臨技が果たすべき使命や役割、将来のあるべき姿を発信し、実現に向けて各種の取

り組みを行った。 

組織対策として、日臨技（支部を含む）及び都道府県技師会との連携を強化し、会員

にとって有益な事業展開を目的として、理事会等を通じた情報共有並びに迅速な情報

伝達に努めた。 

定款と諸規程等の整合性が図られているか検討し、必要に応じて諸規程等を見直し

た。また、会員の利便性向上や法人運営の効率化・経費削減・正確性の確保を追及する

ことを目的に、IT技術・情報システムの更なる活用を進めた。 

次世代の優秀な臨床検査技師の輩出に繋げる事業として地域ニューリーダー育成研

修会を継続開催し、また、令和８年度より新たな研修会として開催するため、

次世代に向けた人材育成の方法、あり方の検討に着手した。支部学会、全国「検査と健

康展」などで、臨床検査技師養成校と共同して行う中高生向け進路支援事業の開催を推

進し、将来を担う優秀な人材確保に取り組んだ。新入会の会員を対象に日臨技の紹介冊

子を配布した。 

① 定款諸規程等検討 

定款、組織運営規程、会員及び会費等に関する規程、役員の報酬等及び費用に関す

る規程、謝金及び旅費の支給に関する規程、職員就業規則、事務局旅費規程、職員給

与規則、有期雇用契約職員就業規則、育児・介護休業等に関する規程の改定を行った。

また、理事の職務権限規程、宿泊料及び交通費の支給に関する運用内規、支部運営規

程、個人情報保護規程、精度管理事業規程、検査値標準化事業規程、表彰規程、共済

制度規程、人事委員会規程、職員就業規則運用内規、職員給与規則、育児・介護休業

等に関する規程について、これまでの諸規程の改定に伴い生じた条数ずれ等の引用

に関する整合性に限定し、改定を行った。 

② 中高生向け進路支援 

北日本支部、関甲信・首都圏支部、近畿支部及び中四国支部の支部学会時において

中高生向け進路支援ガイダンスを実施するとともに臨床検査技師の認知度向上を目

的とした「臨床検査技師の仕事」の冊子を配布した。 

③ 地域ニューリーダー育成研修会・都道府県リーダー育成研修会への支援 

地域ニューリーダー育成研修会は、平成 26年度より組織活性化及び組織強化事

業の一環としてこれまで 10回開催した。７回までを第１期とし、令和４年度から

第２期と位置づけ第２期３年目となる今年度は、各都道府県から推薦を受けた新た
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な人材を育成するため、オンデマンドと集合型の研修会を開催した。 

都道府県リーダー育成研修会への支援については、８道県臨床検査技師会からの

要請を受けて役員を派遣した。 

○地域ニューリーダー育成研修会 

・オンデマンド研修 

開催日時：令和６年 12月 16日（月）～令和７年１月 15日（水） 

・集合型研修 

開催日時：令和７年１月 18日（土） 9:00～22:00 

令和７年１月 19日（日） 8:30～12:30 

開催場所：L stay & grow 晴海 

参加人数：45名 

なお、会員に広く日臨技活動を知っていただくために研修会のオンデマンド研修

を公開し、受講者 424名のうち 249名が修了した。 

④ 組織強化・学術改革を目的とした次世代人材育成プロジェクトの検討 

次世代人材育成プロジェクト WGを設置し、今後の人材育成事業の実施内容につい

て検討を開始した。 

⑤ 各種調査データ解析 

データ解析 WG は様々な調査結果などの分析を踏まえた事業活動を行うための WG

として設置していたが、日臨技事務局の機能が向上していることや組織実態調査・会

員意識調査の集計率改善を図るためには、外部の委員を招集するよりも事務局内部

で対応することが効果的であることから、次年度以降はその役割を終えることとし

た。 

⑥ 組織運営の検討 

各事業部門や常設委員会など、日臨技の組織体系を令和７年度中に整備するため

に検討を始めた。 

⑦ 全国臨床（衛生）検査技師会長会議の開催 

日時：令和６年４月 13日（土）午後１時～同３時 

場所：Web会議システムによる開催 

内容：令和６年度日臨技事業計画及び令和６年度事業における都道府県技師会へ

の協力のお願い等 

 

３）組織運営 

日臨技、支部及び都道府県技師会との連携を強化し、日臨技事業の更なる推進を図っ

た。また、各事案に対し、迅速かつ的確に対応するため部会、ワーキング会議制を継承

し、事業運営上の課題、他団体への対応、会員から提起された問題や改善要求などに対

処し、懸案事項についても効率的な解決を図った。また、会員向け及び国民向けの広報
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について、新しい手法を用いるなど充実を図った。日臨技が使用している基幹システム

の継続運用について安定化を図った。 

① 新倫理綱領の周知 

令和５年度定時総会において改定が承認された倫理綱領について、引き続きホーム

ページ等に掲載した。 

② 総会、理事会などの開催 

令和６年度定時総会を令和６年６月22日（土）にステーションコンファレンス川崎

にて開催した。議決権を有する正会員数68,797名に対し、総会出席者数合計（事前表

決、代理出席表決、出席表決）は46,204名となり、総会成立のための定足数34,399名

を上回り総会は成立した。議案（第１号～第６号）はすべて承認された。 

定款、組織運営規程に基づく会議を開催するとともに、隔月で開催する理事会では、

委員会やWG、執行理事会議を経た重要案件などについて審議を行った。 

○定時総会 １回 

○理事会 ７回 

○執行理事会議 12回 

○支部長連絡会議 ５回 

○各種委員会、WG、部会 

〇理事研修会 １回 

③ 表彰事業の推進 

令和５年度の各賞の表彰を令和６年度定時総会・第 73回日本医学検査学会で執り

行った。 

   〇永年職務精励賞  1,103名 

   〇日臨技有功賞 会長賞 １名 

           特別賞 ２名 

           功労賞 受賞者なし 

   〇日臨技貢献賞（個人） １名 

   〇日臨技貢献賞（団体） １団体 

   〇地域貢献賞      10名 

   〇日臨技学術奨励賞 

        最優秀論文賞 １名、優秀論文賞 ５名 

        最優秀演題賞 １名、優秀演題賞 ８名 

        特別奨励賞  ４名 

        結核予防会 結核研究奨励賞（日臨技推薦） １名 

   〇支部学術奨励賞 

        北日本支部 ３名、首都圏・関甲信支部 ３名、中部圏支部 ３名 

        近畿支部 ３名、中四国支部 ３名、九州支部 ３名 
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      〇日臨技学生表彰 

     一般社団法人日本臨床検査学教育協議会加盟校の卒業予定の学生を対象とし、

各校から１名の推薦により 74名を表彰した。 

④ 賀詞交換会の開催 

日時：令和７年１月 24日（金） 

場所：都市センターホテル コスモスホールⅡ 

出席者：232 名 

⑤ 会員向け広報紙の発行・ホームページなどでの広報 

「日本臨床衛生検査技師会のご案内」の冊子を製作、新入会員に配布し、新入会員

の日臨技への理解を促した。 

会員への情報伝達の方法として、適宜ホームページを更新した。 

令和６年度は「臨床検査技師の紹介」ページに「みんな知ってる？臨床検査技師の

仕事」（動画）を新たに掲載した。 

会員専用ページのスマートフォン対応について、まずはトップページの対応を終

え、その他は検討を継続した。また、必要に応じて日臨技一斉メールシステムを利用

し、会員への情報提供、案内を行った。 

また「入会のご案内」のパンフレットを臨床検査技師養成校の卒業生に配布し、会

員入会促進を図った。 

⑥ 時代に即した会員向け広報のあり方の検討 

令和７年度の開発にむけて、会員への広報ツールとして JAMTアプリ（仮称）の機

能要件をまとめた。 

⑦ 日臨技情報システムの運用と改変の検討 

日臨技基幹システムの機能等について、必要に応じて機能追加を行った。また、今

年度から設置した情報システム課において、会員管理システムの機能要件を資料と

してまとめた。 

⑧ 日臨技事業の収録推進 

 医学検査学会や日臨技医療政策フォーラム、定時総会など、日臨技が行う事業を映

像で記録した。 

４）国民医療向上 

国民医療向上／安全対策事業として、臨床検査に関する正しい知識の普及、啓発を目的に、

11月の「臨床検査普及月間」にあわせて、中央会場を含む47都道府県技師会との共同で全国

「検査と健康展」を開催した。また、臨床検査技師の仕事の認知度向上を目指した国民向け

の季刊広報誌「Pipette」を継続発刊した。 

① 季刊広報誌「Pipette」の発刊（国民向けの広報誌） 

国民に対して臨床検査並びに臨床検査技師の仕事を広く周知し、社会的認知度を向

上させる目的で年４回の発刊を継続した。令和７年３月現在、全国8,884箇所（医療機
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関など）に115,391部（今期総数は461,592部）を発送した。 

② 全国「検査と健康展」の開催 

臨床検査に関する正しい知識の普及、啓発を目的に、11月の「臨床検査普及月間」に

合わせて、中央会場を含む47都道府県技師会と共同で全国「検査と健康展」を開催した。 

今年の中央会場は、一般社団法人岐阜県臨床検査技師会が担当し、次のとおり開催し

た。 

○中央会場 

・開催日時：令和６年11月10日（日）10：00～15：00 

・開催場所：イオンモール土岐 

・参加人数：210名 

○地方会場 

46都道府県技師会が実施し、当会において助成をした。また、一般社団法人日本臨床

検査専門医会からの医師の派遣にも対応した。 

 

５）事務運営 

事務管理として、総務部、事業部、政策調査課、広報課、情報システム課の事務所掌

及び事務局担当者を明確にし、業務運営の安定化と効率化を図った。一部の管理職員の

退職もあったが、事務局員の適切な労働環境を確保しつつ、会員サービスを向上させる

ために必要最低限の人員を配置した。また、事業調書ごとに、事業、予算の執行状況を

四半期単位で検証し、担当理事と事務局担当者で情報共有と連携に努め、確実な事業遂

行と適正な予算執行に努めた。 

 

６）会員管理 

当初予算で見込んでいた会員（会費納入者）数の 72,000名に対し、71,541名の実績

となり、未達成ではあるが、正会員受取会費は前年度対比 684万円増となった。 

 

７）日臨技共済制度 

  共済制度の安定的な運営を継続し、会員の相互扶助として、臨床検査技師賠償責任共

済制度、会務参加中の普通傷害共済制度、臨床検査技師廃業後賠償責任共済制度、研修

会等事前参加費返金制度、感染症罹患共済金制度、被災者会費減免制度を継続した。会

員への共済制度の広報について、JAMTマガジン及びホームページを通じて行った。 

○支払事例（令和６年４月１日～令和７年３月31日） 

⇒臨床検査技師賠償責任共済制度 ６件 

⇒会務参加中の普通傷害共済制度 ０件 

⇒臨床検査技師廃業後賠償責任共済制度 ０件 

⇒感染症罹患共済金制度 102件 
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⇒研修会等事前参加費返金制度 １件 

⇒被災者会費減免制度 36件 

≪会費減免申請状況≫ 

罹災原因（罹災証明書の記載内容） 都道府県 申請日 承認日 人数 

令和６年能登半島地震による 石川県 20240511 20240727 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20240512 20240727 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20240523 20240727 １名 

令和６年１月１日の能登半島地震に
よる 

新潟県 20240603 20240727 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20240601 20240727 １名 

令和６年１月１日の能登地方を震源
とする地震 

富山県 20240606 20240727 １名 

令和６年１月１日の令和６年能登半
島地震による 

富山県 20240606 20240727 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20240613 20240727 １名 

令和６年能登半島地震 石川県 20240605 20240727 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20240614 20240727 １名 

令和６年１月１日の令和６年能登半
島地震による 

石川県 20240620 20240928 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20240701 20240928 １名 

令和６年１月１日の能登半島地震に
よる 

新潟県 20240709 20240928 １名 

令和６年１月１日の令和６年能登半
島地震による 

石川県 20240702 20241116 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20240702 20241116 １名 

令和６年１月１日の令和６年能登半
島地震による 

石川県 20240702 20241116 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20240914 20241116 １名 

令和６年１月１日の能登半島地震に
よる 

新潟県 20240916 20241116 １名 

令和６年１月１日発生の能登半島地
震による 

石川県 20240924 20241116 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20241008 20241116 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20241009 20241116 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20241021 20241116 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20241025 20241116 １名 

令和６年７月 25 日からの大雨 山形県 20240930 20250125 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20241107 20250125 １名 

令和６年能登半島地震 石川県 20241119 20250125 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20241120 20250125 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20241120 20250125 １名 
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令和６年能登半島地震による 石川県 20241121 20250125 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20241121 20250125 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20241204 20250125 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20241207 20250125 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20241209 20250125 １名 

令和６年１月１日の令和６年能登半
島地震による 

石川県 20241211 20250125 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20241216 20250125 １名 

令和６年能登半島地震による 石川県 20250122 20250322 １名 

 

８）会館 

会館について、３階の第１会議室の設備（プロジェクター）等の交換と１階の事務局

スペースの拡充を見据えた検討を行い、４月に関連工事の実施を確定した。 

以上 

 

■参考資料は次頁以降に掲載しています。 

≪資料１ 研修会等開催状況≫  

≪資料２ 支部運営≫ 

≪資料３ 各種団体・学会 派遣一覧≫   

≪資料４ 委員会・部会・WG 設置状況≫ 

≪資料５ 組織調査≫  

≪資料６ 会員数推移≫ 

 



《資料１　研修会等開催状況》

日臨技認定センター指定講習会・資格更新・育成研修会、認定試験

令和6年度認定臨床化学・免疫化学精度

保証管理検査技師　行列のできるスキ

ルアップ研修会　PartXIII

オンデマンド：令和6年4月13日

（土）～5月7日（火）

現地：令和6年5月10日（金）

Web：オンデマンド配信

現地：ホテル金沢　4階

令和6年度認定臨床化学・免疫化学精度

保証管理検査技師制度資格更新研修会

令和6年10月1日（火）

～10月31日（木）

Web（オンデマンド配信）

令和6年度認定臨床染色体遺伝子検査師

制度　行列のできるスキルアップ研修

会　PartXIII

オンデマンド：令和6年4月13日

（土）～5月10日（金）

Web（オンデマンド配信）

令和6年度認定臨床化学・免疫化学精度

保証管理検査技師　第1回指定講習会

令和6年9月1日（日）

～9月30日（月）

Web（オンデマンド配信）

行事名 開催日 開催場所

令和6年度認定一般検査技師制度　行列

のできるスキルアップ研修会

PartXIII

オンデマンド：令和6年4月13日

（土）～5月7日（火）

現地：令和6年5月10日（金）

Web：オンデマンド配信

現地：ホテル金沢　2階

令和6年度認定心電検査技師育成研修会

令和6年9月1日（日）

～9月30日（月）

Web（オンデマンド配信）

令和6年度認定一般検査技師制度資格更

新研修会

令和6年10月1日（火）

～10月31日（木）

Web（オンデマンド配信）

令和6年度認定心電検査技師制度　行列

のできるスキルアップ研修会

PartXIII

令和6年5月10日（金） ホテル日航金沢　3階

令和6年度認定一般検査技師制度育成研

修会（尿検査編）

令和6年8月1日（木）

～8月31日（土）

Web（オンデマンド配信）

令和6年度認定一般検査技師制度育成研

修会（その他の材料編）

令和6年9月1日（日）

～9月30日（月）

Web（オンデマンド配信）

令和6年度認定臨床染色体遺伝子検査師

制度育成研修会

令和6年9月1日（日）

～9月30日（月）

Web（オンデマンド配信）

令和6年度認定臨床染色体遺伝子検査師

制度スキルアップ研修会

令和6年10月1日（火）

～10月31日（木）

Web（オンデマンド配信）
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令和6年度認定病理検査技師制度　特定

講習会（資格更新研修会）

令和6年9月1日（日）

～9月30日（月）

日臨技Web研修システム

令和6年度認定救急検査技師制度 行列

のできるスキルアップ研修会PartXIII

オンデマンド：令和6年4月13日

（土）～5月7日（火）

現地：令和6年5月10日（金）

Web：オンデマンド配信

現地：ANAクラウンプラザホ

テル金沢　3階

令和6年度　認定病理検査技師制度 行

列のできるスキルアップ研修会

PartXIII

オンデマンド：令和6年4月13日

（土）～5月7日（火）

現地：令和6年5月10日（金）

Web：オンデマンド配信

現地：ホテル金沢　2階

令和6年度認定認知症領域検査技師日本

認知症予防学会併設JSDP技師講座（1日

コース：資格更新のためのセミナー）

令和6年9月29日（日） パシフィコ横浜　ノース

令和6年度認定認知症領域検査技師JSDP

技師講座（2日コース）

令和7年2月1日（土）

～2月28日（金）

Web（オンデマンド配信）

令和6年度認定認知症領域検査技師制度

行列のできるスキルアップ研修会

PartXIII

オンデマンド：令和6年4月13日

（土）～5月7日（火）

現地：令和6年5月10日（金）

Web：オンデマンド配信

現地：ANAクラウンプラザホ

テル金沢　3階

令和6年度認定認知症領域検査技師 指

定講習会（2日コース）

令和6年9月1日（日）

～9月30日（月）

Web（オンデマンド配信）

令和6年11月24日（日） 幕張メッセ国際会議場

令和6年度　認定心電検査技師制度

第17回認定試験

令和6年11月24日（日） 幕張メッセ国際会議場

ステーションコンファレン

ス川崎

令和6年度認定救急検査技師制度　第2

回指定講習会（九州）

オンデマンド：令和6年8月13日

（月）～8月22日（木）

現地：令和6年8月25日（日）

Web：オンデマンド配信

現地：九州大学病院

令和6年度認定病理検査技師制度　指定

講習会

令和6年7月1日（月）

～7月31日（水）

日臨技Web研修システム

令和6年度認定救急検査技師制度　第1

回指定講習会（関東）

令和6年8月4日（日）

令和6年度　認定臨床染色体遺伝子検査

師制度　第17回認定試験（遺伝子分

野）

令和6年11月24日（日） 幕張メッセ国際会議場

令和6年度認定一般検査技師制度

第18回認定試験

行事名 開催日 開催場所
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医療技術部門管理資格及び医療管理者資格認定制度　研修会、認定試験

令和6年度　認定認知症領域検査技師制

度　第10回認定試験

令和6年11月24日（日） 幕張メッセ国際会議場

令和6年度　認定救急検査技師制度 第8

回認定試験（通算11回）

令和6年11月24日（日） 幕張メッセ国際会議場

令和6年度　認定病理検査技師制度

第10回認定試験

令和6年11月24日（日） 幕張メッセ国際会議場

令和6年度　認定臨床化学・免疫化学精

度保証管理検査技師制度　第10回認定

試験

令和6年11月24日（日） 幕張メッセ国際会議場

令和6年度　認定臨床染色体遺伝子検査

師制度　第17回認定試験（染色体分

野）

令和6年11月24日（日） 幕張メッセ国際会議場

医療技術部門管理資格制度　秋集合研

修

テーマ「医療機関の内部環境分析と外

部環境分析をマスターする」

令和6年11月23日（土）

・24日（日）

日本臨床検査技師会館3階

令和6年4月

令和6年5月

行事名 開催日 開催場所

医療技術部門管理資格制度　夏集合研

修　テーマ「医療版ロジカルシンキン

グをマスターする」

令和6年8月3日（土）・4日（日） 日本臨床検査技師会館3階

管理認定オンライン勉強会（認定者対

象）

Web（ライブ配信）

＋オンデマンド配信

令和6年9月

令和6年10月

令和6年7月

令和6年8月

令和7年2月

令和6年11月

令和6年12月

令和6年度　医療技術部門管理資格認定

制度行列のできるスキルアップ研修会

PartXIII

令和6年5月10日（金）

ANAクラウンプラザホテル金

沢　3階

管理認定集合研修・病院見学会 令和6年11月16日（土）

社会福祉法人 恩賜財団 済

生会今治病院

令和6年度　医療技術部門管理資格認定

制度 第5回認定試験

令和6年12月21日（土）

・22日（日）

Web開催

令和6年度　医療管理者資格認定制度

第2回認定試験

令和6年12月21日（土） Web開催

行事名 開催日 開催場所
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教育研修（学術）

教育研修（職能）

行事名 募集人数 修了人数

輸血テクニカルセミナー2024

　Web 開催：3月22日（土）

　現地開催：3月23日（日）

　場　　所：東邦大学医学部大森キャンパス

Web 200

実技付100

Web 474

実技付 101

「タスク・シフト／シェア：輸血関連」研修会

令和6年3月1日（金）

～8月31日（土）

Web開催 934

大規模災害時の支援人材育成講習会　その1

令和6年4月1日（月）

～10月31日（木）

令和7年2月1日（土）

～期限無

Web開催

1,292

(3月31日時点)

行事名 開催日 修了人数

「タスク・シフト／シェア：心血管治療関連 そ

の1」研修会

令和6年3月1日（金）

～8月31日（土）

Web開催 681

開催場所

「タスク・シフト シェア：心血管治療関連　そ

の2」研修会

令和6年9月1日（日）

～令和7年2月28日（金）

Web開催 415

「病棟業務とタスク・シフト／シェア推進」講習

会（②Zoomオンライン編）

令和6年9月23日（月） Web開催 6

「病棟業務とタスク・シフト／シェア推進」講習

会（①オンデマンド編）

令和6年7月1日（月）

～9月16日（月）

Web開催 513

大規模災害時の支援人材育成講習会　その2

令和6年8月1日（木）

～期限無

Web開催

774

(3月31日時点)

医療安全管理者養成講習会（基本コース）【現地

開催】

令和6年10月11日（金）

～12日（土）

ウィンク

あいち

49

医療安全管理者養成講習会（アドバンスコース）

【オンデマンド編】

令和6年12月1日（日)

～27日（金）

Web開催 7

令和6年度　臨床検査技師のための臨床研究とCRC

に関する研修

令和7年2月16日（日） Web開催 15

医療安全管理者養成講習会（基本コース）【オン

デマンド編】

令和6年10月1日（火）

～11月30日（土）

Web開催 54

Web開催 7

医療安全管理者養成講習会（アドバンスコース）

【現地開催】

令和6年12月6日（金）

日本臨床検

査技師会館

8

医療安全管理者養成講習会（アドバンスコース）

【ライブ配信】

令和7年1月18日（土）
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検体採取等に関する厚生労働省指定講習会

タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会

組織強化

地域ニューリーダー育成研修会

（第３回）現地研修会

令和7年1月18日（土）

・19日（日）

L stay & grow晴海

令和６年度　日臨技事業説明

令和7年3月1日（月）

～31日（月）

オンデマンド開催

行事名 開催日 開催場所

地域ニューリーダー育成研修会

（第３回）事前研修会

令和6年12月16日（月）

～令和7年1月15日（水）

オンデマンド開催

42.8

関甲信支部 461 1,243 1,396 1,126 4,226 44.9

合計

北日本支部 179 1,047 1,557 1,225 4,0084,640

支部

R3修了者 R4修了者 R5修了者 R6修了者

修了率

（％）※

基礎講習（R3～R6） 実技講習

2,044 4,788 33.2

中部圏支部 457 2,032 1,484 1,124

首都圏支部 115 1,045 1,584

44.2

中四国支部 340 1,558 1,334 830 4,062 52.4

5,097 56.0

近畿支部 213 1,662 1,737 1,145 4,757

4,448

6,076

4,860

43.3

非会員合計 ― ― ― 436 1,653

807 3,489 37.2

会員合計 ― ― ― 8,301

九州支部 109 1,266 1,307

34,72839,943

4,0414,810

―

総合計 1,969 10,408 10,958 8,737 32,080 ―

2,153

36,881

2,689

42,632

募集人数

令和6年10月12日（土）・13日（日）

令和7年2月15日（土）・16日（日） 幕張メッセ

開催日

令和6年6月15日（土）・16日（日） 85

137

138

開催場所

幕張メッセ

大阪国際会議場

修了者数

200

200

現在までの

累計申込者

5,267

5,648

7,302

5,980

現在までの

累計修了者

30,427

4,907

5,923

5,458

5,311

200
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《資料2　支部運営》

1）支部学会の開催状況

支部 開催日時　/　会場 参加人数 演題数

北

日

本

会　期： 令和6年12月14日（土）～15日（日）

会　場： 仙台国際センター

テーマ： 共創思考・力　未知の奥にある新しい価値

会員　870名

（実務委員45名）

招待　3名

賛助会員　107名

学生　13名

非会員　11名

合計　1,004名

156

近

畿

会　期： 令和6年11月3日（日・祝）～4日（月）

会　場： 大阪国際会議場（グランキューブ大阪）

テーマ： 未来共創　----次世代とともに----

会員　1,084名

（実行委員48名）

賛助会員　61名

学生　258名

関連団体　32名

非会員　15名

合計　1,450名

96

中

四

国

会　期： 令和6年11月2日（土）～3日（日・祝）

会　場： とりぎん文化会館

テーマ： 新時代  － 今こそ臨床検査技師の真価を問う －

会員　510名

（実務委員119名）

賛助会員　41名

学生　46名

非会員　2名

合計　718名

114

関

甲

信

首

都

圏

・

会　期： 令和6年10月26日（土）～27日（日）

会　場： 軽井沢プリンスホテルウエスト

テーマ： 響　～未来を奏でるシンフォニー～

会員　772名

賛助会員　31名

非会員　6名

学生　19名

 合計　828名

127

中

部

圏

会　期： 令和6年11月2日（土）～3日（日・祝）

会　場： 名古屋国際会議場

テーマ： どうするタスク

         ～愛知に集い、技師の働き方を考える～

会員　1,169名

（実務委員65名）

賛助会員　79名

学生　66名

非会員 　4名

合計　1,318名

157

九

州

会　期： 令和6年11月9日（土）～10日（日）

会　場： 鹿児島サンロイヤルホテル

テーマ： Take the next step

         〜未来へ踏み出す大きな一歩〜

会員　718名

（実務委員123名）

賛助会員　82名

非会員　10名

学生　37名

招待　17名

 合計　864名

125
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2）支部幹事会の開催状況

3）支部内連絡会議の開催状況

北日本

日時：令和6年10月8日（火）18時～20時

場所：Web会議（Zoom）

日時：令和7年2月22日（土）9時～12時

場所：宮城県臨床検査技師会事務所

関甲信

日時：令和6年10月26日（土）14時～15時

場所：軽井沢プリンスホテルウエスト　白樺

首都圏

日時：令和6年10月26日（土）16時30分～17時30分

場所：軽井沢プリンスホテルウエスト　白樺

支部 開催日時　/　会場

中四国

日時：令和6年11月1日（金）15時～17時

場所：ホテルモナーク鳥取

九　州

日時：令和6年11月8日（金）15時～17時

場所：鹿児島サンロイヤルホテル

関甲信

日時：令和6年10月26日（土）15時～16時30分

場所：軽井沢プリンスホテルウエスト　白樺

首都圏

日時：令和6年10月26日（土）15時～16時30分

場所：軽井沢プリンスホテルウエスト　白樺

中部圏

日時：令和6年7月20日（土）9時～12時

場所：Web会議（Zoom）

日時：令和7年3月6日（木）18時～20時

場所：Web会議（Zoom）

近　畿

日時：令和6年11月3日（日）17時15分～18時15分

場所：大阪府立国際会議場（グランキューブ大阪）

九　州

日時：令和6年6月29日（土）14時～17時

場所：リファレンス駅東ビル貸会議室

日時：令和7年2月26日（水）18時45分～20時

場所：Web会議（Zoom）

支部 開催日時　/　会場

北日本

日時：令和6年12月13日（金）14時～17時

場所：仙台国際センター　会議棟　小会議室

中部圏

日時：令和6年11月1日（金）13時～16時

場所：名古屋金山ホテル　2階会議室

近　畿

日時：令和6年9月21日（土）14時～15時30分

場所：大阪府臨床検査技師会事務所

中四国

日時：令和6年5月20日（月）18時30分～20時

場所：Web会議（Zoom）

日時：令和7年3月10日（月）19時～20時

場所：Web会議（Zoom）
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《資料４　委員会・部会・WG　設置状況》

事業区分 委員会・WG 事業区分 委員会・WG

精度保証・標準化部会 　試験WG

サポート（是正・改善・立入調査）検討WG 　資格更新・研修会WG

精度管理責任者育成講習会WG 認定心電検査技師制度　審議会

内部精度管理相談窓口WG 　試験WG

品質保証施設認証制度WG 　資格更新・研修会WG

血球形態標準化WG 医療技術部門管理資格認定制度　審議会

病理FFPE材料を前提とした固定液標準化検討WG 　資格更新・研修会WG

精度管理部会 　試験WG

精度管理調査　臨床化学WG 医療管理者資格認定制度　審議会

精度管理調査　免疫血清WG 　資格更新・研修会WG

精度管理調査　微生物WG 　試験WG

精度管理調査　血液WG 認定病理検査技師制度 審議会

精度管理調査　細胞WG 　試験WG

精度管理調査　一般WG 　資格更新・研修会WG

精度管理調査　生理WG 認定認知症領域検査技師制度　審議会

精度管理調査　輸血WG 　資格更新・研修会WG

精度管理調査　病理WG 　試験WG

精度管理調査　遺伝子WG 認定臨床化学・免疫化学精度保証管理検査技師制度　審議会

精度管理倫理審査会 　試験・資格更新・研修会ＷＧ

精度管理調査臨床化学用試料作製WG 認定救急検査技師制度 審議会

日臨技精度管理調査評価基準検討WG 　資格更新・研修会WG

結果・方針・改善方針の検討審議会 　試験WG

精度管理調査項目検討部会 　広報WG

POCT精度管理調査検討WG 会誌発行 出版委員会

バーチャルスライドを用いた精度管理調査WG 政策推進WG

体細胞遺伝子検査の精度管理調査に向けた検討WG 診療報酬委員会

血中薬物精度管理調査検討WG 組織運営委員会

循環器病検査項目精度管理検討ＷＧ データ解析WG

実施事業共通 品質・精度保証委員会 臨床検査DX検討WG

学会組織委員会 定款・諸規程等改定委員会

全国・支部学会あり方WG 次世代人材育成プロジェクトWG

第74回日本医学検査学会運営部会 組織運営 叙勲候補者選考委員会

第75回日本医学検査学会運営部会 検査と健康展事業WG

第76回日本医学検査学会運営部会 予算委員会

支部内連絡会議 予算･実績管理WG

支部幹事会 人事委員会

支部長連絡会議 設立母体別代表者会議

教育研修委員会 表彰委員会

厚生労働省（厚生労働大臣）指定講習会WG 役員候補者選出委員会

タスクシフトにかかわる病理検査業務検討WG 資格審査委員会

教育研修

（学術）

生涯教育あり方委員会 広報委員会

医療安全委員会 会報JAMT・JAMTマガジン編集WG

認知症WG 季刊誌「ピペット」編集WG

職域別職能推進WG（病棟） システム委員会

職域別職能推進WG（在宅医療/救命救急） 共済 共済制度委員会

災害対策WG

臨地実習指導者講習会WG

臨地実習あり方WG

国際活動WG

IFBLS2026プログラム委員会

IFBLS2026準備委員会

日臨技認定制度協議会

認定一般検査技師制度  審議会

　試験・資格更新・研修会WG

認定臨床染色体遺伝子検査師制度　審議会

公

益

目

的

事

業

精度保証

（標準化）

精度管理

学会

学

術

・

職

能

支

援

事

業

国際協力

認定

支部

教育研修

（職能）

厚生労働省

指定講習会

学

術

・

職

能

支

援

事

業

認定

政策渉外

組織対策

政

策

渉

外

・

組

織

強

化

事

業
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《資料 5 組織調査》 



33

《資料 6 会員数推移》 




